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 十字架に架けられたイエス・キリスト、約６時間が経過しました。息もたえだえの主イエス・キリス

トはその断末魔の中、不思議なことを言われました。「完了した」と。恐らく、そのことばを聞いていた

多くの者たちは「この人は何を言っているのだろう？」と不思議に思ったことでしょう。十字架の上で

苦しみの絶頂にあって、彼の口から出てきたことばは「完了した」だったからです。この「完了した」

とは「仕事をやり終えた、計画や約束などを実行した、果たした、また、仕事や義務などを遂行した、

完成した」と、そのような意味をもったことばです。十字架の上で今まさに息を引き取ろうとしておら

れたイエス・キリストが口にされたことは、「わたしは人としてこの地上に来たすべての目的を成し遂げ

た。」「地上にやって来たその目的を果たし終えた。」ということでした。まさに、この「完了した」とい

うことばは罪に対する主イエスの勝利の宣言でした。高らかに勝利を宣言されたのです。私たち人間が

どうすることも出来ない罪に対する救いを備えることができたと。 

 主イエス・キリストは十字架で亡くなった後、約束通り、三日後にその死からよみがえって来られま

した。だから、私たちはこうして日曜日の朝集まるのです。新約の時代になってから約２０００年、人々

はイエス・キリストの復活を記念して日曜日を祝うようになりました。復活を目の当たりにした人々は

日曜日に復活を記念して、主を崇めるようになりました。主が約束されていたように、その死より三日

後によみがえって来られました。このよみがえりは罪に対する主イエスの勝利の証でした。勝利を宣言

されただけでなく証されたのです。死から敢然とよみがえることによって、イエスはご自分がだれであ

るかを明らかに示されました。 

 主イエス・キリストはよみがえった後、４０日間この地上にいて、人々の前でご自分が肉体をもって

よみがえったことを明らかにされました。４０日間が必要だったのです。メッセージを聞いていても、

イエスのおことばを聞いていても、実際に、そのよみがえりの主を目で見るまでは信じることができな

かったからです。死んだ人間がよみがえって来る、完全に死んだ人間がその死からよみがえって来る、

人々は信じられませんでした。しかし、イエス・キリストは約束通り、その死からよみがえって、そし

て、ご自分がいったいだれなのかを明らかにされたのです。主イエス・キリストは昇天なさるその前に、

弟子たちに、そして、使徒たちに最後のメッセージを語っておられます。そのメッセージは次のような

メッセージです。「忠実でありなさい」と。主は忠実さについてお語りになったのです。 

今日私たちが見ていくルカの福音書２４章４４節から最後の５３節までのみことばに、私たちは二つ

のことを見ることが出来ます。一つは、「証明された忠実さ」です。神がいかに忠実で約束を必ず守られ

るお方であるか、そのことが証明されました。もう一つは、「要求された忠実さ」です。神は弟子たちに

対して、神に対して忠実であることを要求しました。それがこの４４節から記されているメッセージで

す。よみがえりの主がお語りになった最後のメッセージをごいっしょに見て行きましょう。 

☆☆☆☆主主主主イエスイエスイエスイエスのののの最後最後最後最後ののののメッセージメッセージメッセージメッセージ    

Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．証明証明証明証明されたされたされたされた忠実忠実忠実忠実ささささ    ：：：：    神神神神のののの真実真実真実真実さがさがさがさが証明証明証明証明されたされたされたされた        ４４４４４４４４節節節節        

４４節には「証明された忠実さ」が記されています。「「「「さてさてさてさて、、、、そこでそこでそこでそこでイエスイエスイエスイエスはははは言言言言われたわれたわれたわれた。「。「。「。「わたしがまだあわたしがまだあわたしがまだあわたしがまだあ

なたがたといっしょにいたころなたがたといっしょにいたころなたがたといっしょにいたころなたがたといっしょにいたころ、、、、あなたがたにあなたがたにあなたがたにあなたがたに話話話話したことばはこうですしたことばはこうですしたことばはこうですしたことばはこうです。。。。わたしにわたしにわたしにわたしについてついてついてついてモーセモーセモーセモーセのののの律法律法律法律法とととと預言者預言者預言者預言者とととと

詩篇詩篇詩篇詩篇とにとにとにとに書書書書いてあることはいてあることはいてあることはいてあることは、、、、必必必必ずずずず全部成就全部成就全部成就全部成就するということでしたするということでしたするということでしたするということでした。」。」。」。」、主イエス・キリストが最後にお語りに

なったことは、その当時存在していた旧約聖書のみことばを通して、この一連の出来事、十字架も復活

もすべてが偶然ではないということを明らかにした、そのことです。それは神によって預言されていた

ことであり、そして、その預言の成就を見ることによって、このイエス・キリストこそが約束の救い主

であること、約束の救世主であるということを弟子たちの前で明らかにされるのです。 

ちょうど、エマオに向かっていた二人の弟子たちに主イエス・キリストがお話しになった時も同じで

した。同じルカの福音書２４章２７節にはこのように記されています。２７節「「「「それからそれからそれからそれから、、、、イエスイエスイエスイエスはははは、、、、モモモモ

ーセーセーセーセおよびすべてのおよびすべてのおよびすべてのおよびすべての預言者預言者預言者預言者からからからから始始始始めてめてめてめて、、、、聖書全体聖書全体聖書全体聖書全体のののの中中中中でででで、、、、ごごごご自分自分自分自分についてについてについてについて書書書書いてあるいてあるいてあるいてある事事事事がらをがらをがらをがらを彼彼彼彼らにらにらにらに説説説説きききき明明明明かされかされかされかされ

たたたた。」。」。」。」と。同じことを主はなさったのです、旧約聖書のおことばをもって、すべては預言の成就なのだと

そのことを明らかになさいました。確かに、旧約聖書の中を見るときに、私たちはこの救世主に関する

約束を見ます。    

・アブラハムの子孫であること  創世記１２章 

・イスラエルの１２の部族のうちのユダ部族から出て来る  創世記４９章 



・ダビデの家系から生まれる  Ⅱサムエル７章 

・処女から生まれる  イザヤ７：１４ 

・ベツレヘムに生まれる  ミカ５：２ 

・人間によって苦しめられ殺される  イザヤ５３章 

・十字架に架かったとき、彼の着物は分けられる  詩篇２２篇 

・死からよみがえる  詩篇１６：１０、８９：４、１３２：１１，１２、１１０：１ 

 イエスが使徒たちや弟子たちにお語りになったことはもっとたくさんあるでしょう。しかし、このよ

うにイエス・キリストは旧約聖書のみことばを通して、神は約束なさったことを必ず実現なさるという

ことを明らかにしました。それが聖書の教える神です。我々人間とは違うのです。神は言われたことは

必ず為さるのです。だから神なのです。神が罪を赦すと言われたら絶対に赦されるのです。この聖書が 

私たちに神のメッセージを伝えてくれています。創造主なる真の神が私たちに与えてくだったこの聖書

が私たちに、神が私たちに何を教えようとしておられるのか、その真理を教えてくれるのです。 

聖書は警告します。「必ず、人間の罪はさばかれる。必ず、あなたの罪はさばかれる。」ということを

警告します。だから、救い主が送られて来たのです。あなたの罪がそのままで死んで終わってしまうの

だったら、わざわざ救い主など必要としません。しかし、救い主が来られたという事実は、神はあなた

のすべての罪をご存じであり、そして、あなたに警告をしておられるということです。あなたの罪は必

ず主によってさばかれるということです。主はあなたのすべての罪を知っておられるのです。あなたが

行なったことだけでない、あなたが想像したことも、あなたが考えたことも、あなたが口にしたことも

あなたのすべてを見ていらっしゃる真の神が、それに対してさばきを下されるというのです。だから、

救世主を送ってくださった。その罪からあなたを救い出すために。 

ここでイエス・キリストは、ご自分がその約束の救世主だということを明らかにしてくださった。そ

して同時に、神は約束を必ず守られる忠実な方だと、そのことを私たちに言うのです。主イエス・キリ

ストはこのようなことを言われました。マタイの福音書５章１８節「「「「まことにまことにまことにまことに、、、、あなたがたにあなたがたにあなたがたにあなたがたに告告告告げますげますげますげます。。。。天天天天

地地地地がががが滅滅滅滅びうせないびうせないびうせないびうせない限限限限りりりり、、、、律法律法律法律法のののの中中中中のののの一点一画一点一画一点一画一点一画でもでもでもでも決決決決してすたれることはありませんしてすたれることはありませんしてすたれることはありませんしてすたれることはありません。。。。全部全部全部全部がががが成就成就成就成就されますされますされますされます。」。」。」。」と。 

ここでイエスが何を言われたのか？この当時に完成していたのは旧約聖書でした。ですから、旧約聖書

の無謬性というものを明らかにしたのです。つまり、これは神のメッセージであり、ここに記されてい

ることは必ずそのようになるということを言われたのです。なぜなら、全能の神が記されたのです。ど

んなことでも出来る神が記されたのです。そこに記されていることは必ず成されるのです。「「「「一一一一点一画点一画点一画点一画」」」」 

とうことばを使っています。「一点」とはヘブル語のアルファベットの中で最も小さな文字です。点のよ

うなものです。「一画」とは記号です。それさえも神が与えたものだから必ず成就すると、そのことを言

われたのです。 

 そして、今私たちはイエス・キリストの十字架を見、そして、イエス・キリストの復活を見たときに、

確かに、神は言われたことをその通りになさる忠実な神だということを、弟子たちとともに改めて教え

られるのです。皆さん、聖書に記されていることは必ず実現します。だから、私たちはこの聖書に信頼

を置くことが出来るのです。聖書が言うことを信じることが出来るのです。なぜなら、これは神のおこ

とばだからです。本来、この事実は私たち信仰者の心を慰め、我々信仰者の心に平安をもたらします。「神

がおっしゃっているのだから信頼しよう、神がおっしゃっているのだから任せておこう」と。皆さんは

そのように生きておられますか？心が騒ぐ時でもどんな時でも「神がおっしゃったから私はこの約束を

信じる」と、そのように歩んでおられますか？恐らく、私たちがこの地上にいて学び続けていくことは

「神に信頼する」ということです。ある人は病を通して、ある人はいろいろな困難を通して、様々なこ

とを通して私たちは自分の力がいかに神の前に空しいものか、そのことに気づかされます。「私たちには

神が必要だ、神の助けが必要だ」ということを神は教え続けてくださるのです。私たちはそのことを学

んで来たし、これからも学んでいきます。 

信仰者の皆さん、是非覚えてください。主が最後にお話しになったことは「十字架も復活も聖書の約

束通りだ。神の約束は必ず成る。それが神だ。」ということです。神はご自分が言われたことを必ず実現

なさる忠実な方だ、そのことを教えます。 

Ｂ．Ｂ．Ｂ．Ｂ．要求要求要求要求されたされたされたされた忠実忠実忠実忠実ささささ    ：：：：    神神神神にににに対対対対してしてしてして忠実忠実忠実忠実であることがであることがであることがであることが要求要求要求要求されたされたされたされた        ４５４５４５４５－－－－５３５３５３５３節節節節    

 神ご自身は忠実な神です。おっしゃったことを確実に守って来られた方であり、これからも守られる

神です。今度はその神が私たちに言うのです。「わたしに対して忠実でありなさい」と。この主が４５節

から教えておられることを見る前に、しばらく、この「忠実さ」について考えましょう。 

【【【【忠実忠実忠実忠実さについてさについてさについてさについて】】】】    

１１１１．．．．忠実忠実忠実忠実さはさはさはさは救救救救いのいのいのいの証明証明証明証明    

イエスを信じている皆さんは恐らく、主に対して忠実であり続けていきたいという思いを持っておら



れることと思います。失敗ばかりするけれど、自分の罪深さにいつも気づかされるけれど、それでも、

心の中に「私は神さまに喜んで従っていきたい、神さまが喜ばれることをやっていきたい」という思い

を持っておられるはずです。なぜなら、そのように忠実に生きていきたいという思いは、あなたが救わ 

れていることの証拠だからです。 

 マタイの福音書２４章に、二人のしもべのことが記されています。４５節から「「「「主人主人主人主人からからからから、、、、そのそのそのその家家家家のしのしのしのし

もべたちをもべたちをもべたちをもべたちを任任任任されてされてされてされて、、、、食事時食事時食事時食事時にはにはにはには彼彼彼彼らにらにらにらに食事食事食事食事をきちんとをきちんとをきちんとをきちんと与与与与えるようなえるようなえるようなえるような忠実忠実忠実忠実なななな思慮深思慮深思慮深思慮深いしもべとはいしもべとはいしもべとはいしもべとは、、、、いったいだれでいったいだれでいったいだれでいったいだれで

しょうかしょうかしょうかしょうか。。。。:46 :46 :46 :46 主人主人主人主人がががが帰帰帰帰ってってってって来来来来たときにたときにたときにたときに、、、、そのようにしているのをそのようにしているのをそのようにしているのをそのようにしているのを見見見見られるしもべはられるしもべはられるしもべはられるしもべは幸幸幸幸いですいですいですいです。」。」。」。」とあります。    

「「「「食食食食事時事時事時事時にはにはにはには彼彼彼彼らにらにらにらに食事食事食事食事をきちんとをきちんとをきちんとをきちんと与与与与えるようなえるようなえるようなえるような忠実忠実忠実忠実なななな思慮深思慮深思慮深思慮深いしもべいしもべいしもべいしもべ」」」」、つまり、「賢いしもべ」ということ

です。ここで言われている「賢いしもべ」とはイエス・キリストを信じ救われているクリスチャンたち

のことです。なぜなら、その後を見ると、もう一人のしもべが記されているからです。４８節「「「「ところがところがところがところが、、、、

それがそれがそれがそれが悪悪悪悪いしもべでいしもべでいしもべでいしもべで、『、『、『、『主人主人主人主人はまだまだはまだまだはまだまだはまだまだ帰帰帰帰るまいるまいるまいるまい。』。』。』。』とととと心心心心のののの中中中中でででで思思思思いいいい、、、、:49 :49 :49 :49 そのそのそのその仲間仲間仲間仲間をををを打打打打ちたたきちたたきちたたきちたたき、、、、酒飲酒飲酒飲酒飲みたちとみたちとみたちとみたちと

飲飲飲飲んだりんだりんだりんだり食食食食べたりしべたりしべたりしべたりし始始始始めているとめているとめているとめていると、、、、:50 :50 :50 :50 そのしもべのそのしもべのそのしもべのそのしもべの主人主人主人主人はははは、、、、思思思思いがけないいがけないいがけないいがけない日日日日のののの思思思思わぬわぬわぬわぬ時間時間時間時間にににに帰帰帰帰ってってってって来来来来ますますますます。。。。:51 :51 :51 :51 そそそそ

してしてしてして、、、、彼彼彼彼をきびしくをきびしくをきびしくをきびしく罰罰罰罰してしてしてして、、、、そのそのそのその報報報報いをいをいをいを偽善者偽善者偽善者偽善者たちとたちとたちとたちと同同同同じにするにじにするにじにするにじにするに違違違違いありませんいありませんいありませんいありません。。。。しもべはそこでしもべはそこでしもべはそこでしもべはそこで泣泣泣泣いていていていて歯歯歯歯ぎしぎしぎしぎし

りするのですりするのですりするのですりするのです。」。」。」。」、ここに記されているしもべは「不忠実」なしもべです。この人は神のさばきに会うと    

記されています。つまり、彼は救われていなかったのです。ですから、神によって救われているかどう

かということは、その人のうちに神に対して忠実に従っていきたいという思いがあるかどうかです。 

 主はこのようにもおっしゃっています。ルカ８：２１「「「「ところがところがところがところが、、、、イエスイエスイエスイエスはははは人人人人々々々々にこうにこうにこうにこう答答答答えられたえられたえられたえられた。「。「。「。「わわわわ

たしのたしのたしのたしの母母母母、、、、わたしのわたしのわたしのわたしの兄弟兄弟兄弟兄弟たちとはたちとはたちとはたちとは、、、、神神神神のことばをのことばをのことばをのことばを聞聞聞聞いていていていて行行行行なうなうなうなう人人人人たちですたちですたちですたちです。」。」。」。」、肉体的な母や兄弟のことでは

ありません。霊的なことです。「わたしに属する者たち」のことです。同じ家族に属する者たちのこと

です。それは「神のことばを聞いてそれを行なう者たち」だと言います。これが神の家族の一員である、

つまり、救われている証拠であると言うのです。また、ヨハネ８：４７には「「「「神神神神からからからから出出出出たたたた者者者者はははは、、、、神神神神のことばのことばのことばのことば

にににに聞聞聞聞きききき従従従従いますいますいますいます。。。。ですからですからですからですから、、、、あなたがたがあなたがたがあなたがたがあなたがたが聞聞聞聞きききき従従従従わないのはわないのはわないのはわないのは、、、、あなたがたがあなたがたがあなたがたがあなたがたが神神神神からからからから出出出出たたたた者者者者でないからですでないからですでないからですでないからです。」。」。」。」と    

あります。ですから、みことばははっきり私たちに教えます。主に忠実に従っていこうという思いを持

っていることは、その人が救われている証拠だと。繰り返しますが、確かに、私たちの歩みは完全では

ありません。失敗の連続であり、そして、日々神を悲しませることを行なっているような愚かな罪深い

者です。しかし、救われた者たちの心の中には「それでもこの方に従っていきたい」という思いがあり

ます。だから、私たちは罪の告白をするのです。また罪を犯せば告白をするのです。何度でもそのよう

にして神に喜んでいただきたいから、喜ばれるように歩んでいこうとするのです。それはその人が救い

に与っているからです。 

２２２２．．．．忠実忠実忠実忠実のののの模範模範模範模範        

また、実際に忠実に生きた者たちの模範を聖書は私たちに教えてくれています。 

１１１１））））パウロパウロパウロパウロのののの遺言遺言遺言遺言：彼の遺言とされているⅡテモテ４：７にはこのように記されています。「「「「私私私私はははは勇敢勇敢勇敢勇敢にににに

戦戦戦戦いいいい、、、、走走走走るべきるべきるべきるべき道道道道のりをのりをのりをのりを走走走走りりりり終終終終ええええ、、、、信仰信仰信仰信仰をををを守守守守りりりり通通通通しましたしましたしましたしました。」。」。」。」と。パウロは三つの表現を使って同じことを言

わんとしています。それは「忠実」ということです。「「「「勇敢勇敢勇敢勇敢にににに戦戦戦戦いいいい、、、、」「」「」「」「走走走走るべきるべきるべきるべき道道道道のりをのりをのりをのりを走走走走りりりり終終終終ええええ、、、、」「」「」「」「信信信信

仰仰仰仰をををを守守守守りりりり通通通通しましたしましたしましたしました。。。。」」」」と、パウロはスポーツが好きだったのでしょう。このようにスポーツの例えを用

いながら信仰の話をします。勇敢に戦い続けて来た、そして、走るべき道のりをしっかりと走り終えた、

忠実に歩んだということを言っています。そして、最後の「信仰を守り通した」というのは管理者とし

ての表現を使っています。管理者として託された責任を忠実に果して来たと、パウロはそのことをここ

で言うのです。ですから、今まさに、この地上での人生が終わろうとしていたパウロは、自分の信仰者

としての人生を顧みて「不完全だったけれども私は神の前に忠実に歩んで来た」と、そのような告白を

最後にするのです。 

２２２２））））主主主主イエスイエスイエスイエスのののの模範模範模範模範    

私たちの主イエスを見るときに、彼もそうでした。モーセが主から与えられた務めに忠実に従ったよ

うに、私たちの主も同じように忠実に歩まれました。へブル３：２にこのように記されています。「「「「モーモーモーモー

セセセセがががが神神神神のののの家全体家全体家全体家全体のためにのためにのためにのために忠実忠実忠実忠実であったのとであったのとであったのとであったのと同様同様同様同様にににに、、、、イエスイエスイエスイエスはごはごはごはご自分自分自分自分をををを立立立立てたてたてたてた方方方方にににに対対対対してしてしてして忠実忠実忠実忠実なのですなのですなのですなのです。」。」。」。」と。で 

すから、モーセを見てもパウロを見ても、そして、我々の主を見ても彼らはみな忠実に歩んだのです。

このよみがえりの主が私たちに言うのです。「あなたもそうありなさい。あなたも主に対して忠実であり

なさい」と。 

３３３３．．．．忠実忠実忠実忠実であるためにであるためにであるためにであるために    ：：：：    二二二二つのつのつのつの大切大切大切大切なことなことなことなこと    

 非常にベーシックなこと、基礎的なことですが、次の二つのことをもう一度思い出してください。私

たちが主に対して忠実であり続けるために、 

１１１１））））みこころをみこころをみこころをみこころを知知知知ることることることること    

私たちが忠実に生きようとするなら、神が何を命じておられるのか、それを知らなければ忠実に歩め



ません。忠実に生きるというのは「神のみこころに対して忠実に生きる」ことですから、それを知らな

ければ何をしていいのか分かりません。だから、私たちは神のみこころを正確に知ることが必要です。

皆さんはこうして今日礼拝に集まって来られました。間違いなく、主を崇めるために集まって来られま

した。同時に、主のみこころを知るために集まって来られたはずです。主のみこころを知り、そのみこ

ころに従うことによって、あなたは主の栄光を現わすことが出来ます。あなたはそれによって成長して

行きます。主のみこころを知り、それに従うことによって。だから、私たちはこうしてみことばを聞く

時に、他のことを考えていてはならないのです。私たちは礼拝堂に座っていても、いろんな思いが浮か

んで来ます。雑念が入ってきます。もし、皆さんが忠実でありたいと願うならば、神のおっしゃってい

ることを正確に聞かなければいけません。そうでなければどのようにして忠実に歩めますか？残念なが

ら、サタンはそのような歩みをあなたが為して行くことを望まないし、あなたの肉はそれを望みません。

だから、様々な思いが皆さんの脳裏に湧き上がって来ます。第二礼拝なら昼食のことかもしれないし、

午後のことかもしれません。いろんなことが心に浮かんで来るのです。私たちはここに座りながらこの

ような祈りをもって、主のみことばに耳を傾けなければいけないのです。それは「主よ、どうぞ私から

雑念を取り払ってください。私はあなたの前に忠実でありたいし、あなたのみこころに従っていきたい。

そのためにはあなたのみこころを正確に知らなければいけない。だから助けてください」と。そのよう

な思いをもって私たちは主の前に静まり、主のみことばに耳を傾けているかどうかです。礼拝に来ても

眠っていてはどうして主に忠実に歩んで行くことが出来ますか？ここに来ることが目的の人はそれに満

足されているでしょう。「やっと礼拝堂に来た、やっと礼拝に参加することが出来た。」と。でも、それ

が目的ならあなたは大切なことを見落としています。そんなことのために私たちは集まって来ているの

ではありません。私たちがここに集まって来ているのは、神のみことばが説き開かれて、そして、その

神のおことばを聞くことによって、神のみこころを知り、私たちは決心をもってここを出て行くのです。

「主よ、私はあなたのみことばに従って、あなたのみこころを行なっていきたいです。」と。 

私たちの普段の生活の中でも、翌日に大切な用事があれば前日の晩は早く寝ます。重要な人に会わな

ければいけないとか、そうすると私たちは体調を整えようとします。私たちはこうしてともに集まって

神のみこころを知ろうとしているのです。神を礼拝するためにこうしてともに集まっているのです。も

ちろん、礼拝は日々のことです。しかし、週の初めの日に、復活の主を覚えて私たちはこうして集まっ

て来ています。どのような思いをもって私たちは主の前に立っているかです。主のみことばが語られる

ときに私たちは本当にそれに集中して「主よ、どうぞお語りください」という思いをもって聞いている

かどうかです。そうでない人がどうして忠実に歩んでいると言えますか？私たちが忠実に歩み続けよう

とするなら「主のみこころを知ること」です。 

２２２２））））素直素直素直素直であることであることであることであること        

私たちが主に忠実であろうとするなら、みこころを知るだけでなく、私たちは常に素直であることで

す。私たちがみことばを聞くときに、私たちが忘れてはならない心の態度は「主よ、どうぞ私をみここ

ろのままに変えてください」という願いをもって聞くことです。頑な心には神は働けないのです。「私は

十分です。もう信仰の歩みとして十分です。」と、もし、そのようにして心を頑なにしておられる方がい

るなら、残念ながら、主はそのような心の態度を喜んでおられません。なぜなら、みことばはすごい働

きをするからです。皆さんがよくご存じのⅡテモテ３：１６に「「「「聖書聖書聖書聖書はすべてはすべてはすべてはすべて、、、、神神神神のののの霊感霊感霊感霊感によるものでによるものでによるものでによるもので、、、、教教教教

えとえとえとえと戒戒戒戒めとめとめとめと矯正矯正矯正矯正とととと義義義義のののの訓練訓練訓練訓練とのためにとのためにとのためにとのために有益有益有益有益ですですですです。」。」。」。」、つまり、みことばというのは皆さんの心の中に働いて、 

主のみわざを成そうとするのです。あなたの罪を示してくださり、あなたを救いへと導こうとされるの

です。あなたを変えようとされるのです。そのような力を持っているのがこのみことばなのです。 

 悲しいことに、今キリスト教会の中を見るときに、日本だけでなく世界的な傾向ですが、月曜から土

曜まで仕事をして疲れきっていて、会社では上司からガミガミ言われるから、教会に来てまで罪が責め

られたりするのは真っ平、教会では慰められ励まされたいと言って、そのようなメッセージを求める者

たちが増えて来ているし、また、そのような話を提供する教会が増えているのです。どうすれがいいの

でしょう？その場合はみことばから離れなければいけません。なぜなら、もし、みことばを正しく伝え

るなら、みことばが計画しているみわざを私たちの内に為すからです。罪があればそれを示します。正

しい方向へと導こうとするのです。あなたを変えようとするのです。それが聖書のみわざなのです。な

ぜなら、イエスを信じたその瞬間から、私たちはキリストに似た者へと変えられ続けていくのです。そ

のわざを為すのはみことばであり、あなたのうちにいる聖霊なる神です。 

 信仰者の皆さん、だから、私たちは真剣に主のみことばに耳を傾け、そして、いつも祈り続けるので

す。「主よ、どうぞあなたのみことばを教えください。あなたの約束された悟りを与えてください。そし

て、どうぞみこころに従って私を変えていってください。」と。主に対して忠実に歩んでいく、そのすべ

ては私たちの心から始まります。そのような神の前に謙虚な心を持っている人たち、そういう人たちを



主は変えて行かれます。そういう人たちは主に対して忠実に歩んでいきます。 

 さて、「忠実さ」ということについてこのように見て来ましたが、もう一度みことばを見ましょう。 

☆☆☆☆主主主主のののの教教教教ええええ        ４５４５４５４５－－－－５３５３５３５３節節節節    

「忠実であれ」というのは神の命令です。ですから、私たちはしっかりと耳を傾けることが必要です。

４５節から５３節まで、主は二つのことを教えておられます。一つは、「世界宣教計画の開示」です。も

う一つは、「世界宣教計画の実行」です。 

１１１１．．．．世界宣教計画世界宣教計画世界宣教計画世界宣教計画のののの開示開示開示開示        ４５４５４５４５－－－－４７４７４７４７節節節節    

４５－４７節を見ると「主の世界宣教計画」が明らかにされています。４５－４６ａ節「「「「そこでそこでそこでそこで、、、、イエイエイエイエ

ススススはははは、、、、聖書聖書聖書聖書をををを悟悟悟悟らせるためにらせるためにらせるためにらせるために彼彼彼彼らのらのらのらの心心心心をををを開開開開いていていていて、、、、:46 :46 :46 :46 こうこうこうこう言言言言われたわれたわれたわれた。」。」。」。」、大切なことだから、彼らが正しく理 

解するために、主ご自身がそれぞれの心に働いたのです。この大切なメッセージを理解するために、今

皆さんの心にも主が同じように働いておられることを期待します。そして、ここで主は福音メッセージ 

の内容を明確にし、そして、福音メッセージの拡大を約束されます。 

１１１１））））福音福音福音福音メッセージメッセージメッセージメッセージのののの内容内容内容内容    

４６－４７節に「「「「次次次次のようにのようにのようにのように書書書書いてありますいてありますいてありますいてあります。。。。キリストキリストキリストキリストはははは苦苦苦苦しみをしみをしみをしみを受受受受けけけけ、、、、三日目三日目三日目三日目にににに死人死人死人死人のののの中中中中からよみがえりからよみがえりからよみがえりからよみがえり、、、、

そのそのそのその名名名名によってによってによってによって、、、、罪罪罪罪のののの赦赦赦赦しをしをしをしを得得得得させるさせるさせるさせる悔悔悔悔いいいい改改改改めがめがめがめが、、、、…………」」」」とあります。お聞きになったように、主イエス・キリ

ストは救いのメッセージがどのようなものかをここに記してくださいました。この世界のすべての人々

に語るべきメッセージ、それがここに要約されています。それは「救いのメッセージ」です。｢自らの罪

を悔い改めて、イエスの十字架とよみがえりによって備えられた完全な救いを、心から感謝して信じ受

け入れること｣です。主イエス・キリストが十字架で死なれたのはあなたの身代わりでした。あなたを救

うために主はご自分のいのちを捨ててくださった、そして、三日後によみがえることによって、この方

が真の救い主であることを明らかにしてくださったのです。なぜなら、だれも死からよみがえって来る

ことはできません。できるのは神だけです。そのよみがえりによって、この方が神であること、この方 

が言われていた通り、あなたや私の罪を赦してくださる救い主であることを明らかにしたのです。 
そして、「「「「そそそそのののの名名名名によってによってによってによって、、、、」」」」、このイエスによって、「「「「罪罪罪罪のののの赦赦赦赦しをしをしをしを得得得得させるさせるさせるさせる悔悔悔悔いいいい改改改改めめめめがががが」」」」、罪を悔い改め

て、このイエス・キリストの身代わりによって信じるすべての人に与えられる救いを受け入れるように

と私たちは語るのです。ですから、この４６－４７節には「救いのメッセージ」が記されています。罪

人が救われるメッセージが記されています。あなたが罪から救われて、そして、生まれ変わり永遠のい

のちをいただくそのメッセージがここに記されています。あなたが罪を悔い改めて、あなたのために十

字架で死んで、そして、よみがえったイエス・キリスト、この十字架と死によって、そして、復活によ

って備えられたこの完全な救いを、あなたが心から感謝して信じ受け入れることです。そのときに神は

この救いを与えてくださるのです。 

２２２２））））福音福音福音福音メッセージメッセージメッセージメッセージのののの拡大拡大拡大拡大        ４７４７４７４７ｂｂｂｂ節節節節    

４７節の後半に「「「「エルサレムエルサレムエルサレムエルサレムからからからから始始始始まってあらゆるまってあらゆるまってあらゆるまってあらゆる国国国国のののの人人人人々々々々にににに宣宣宣宣べべべべ伝伝伝伝えられるえられるえられるえられる。」。」。」。」とあります。始まりはエ 

ルサレムです。そこから世界中に宣べ伝えられるのです。使徒の働き１：８のみことばを思い出しませ

んか？「「「「そしてそしてそしてそして、、、、エルサレムエルサレムエルサレムエルサレム、、、、ユダヤユダヤユダヤユダヤととととサマリヤサマリヤサマリヤサマリヤのののの全土全土全土全土、、、、およびおよびおよびおよび地地地地のののの果果果果てにまでてにまでてにまでてにまで、、、、わたしのわたしのわたしのわたしの証証証証人人人人となりますとなりますとなりますとなります。」。」。」。」、 

同じことです。なぜなら、同じ人が書いたからです。ルカの福音書２４章を記したルカはこの「使徒の

働き」を記しています。同じことを言うのです。「これが神の計画だ」、このすばらしい救いのメッセー

ジはイスラエルだけでない、世界中に広がっていくと。そして、感謝なことに、この日本に私たちの所

にも届いたのです。世界宣教、その福音のメッセージが広がっていく様子が記されています。いくつか

の箇所を見ましょう。ローマ１５：２０「「「「このようにこのようにこのようにこのように、、、、私私私私はははは、、、、他人他人他人他人のののの土台土台土台土台のののの上上上上にににに建建建建てないようにてないようにてないようにてないように、、、、キリストキリストキリストキリストのののの

御名御名御名御名がまだがまだがまだがまだ語語語語られていないられていないられていないられていない所所所所にににに福音福音福音福音をををを宣宣宣宣べべべべ伝伝伝伝えることをえることをえることをえることを切切切切にににに求求求求めたのですめたのですめたのですめたのです。」。」。」。」、使徒の働き１９：１０「「「「これがこれがこれがこれが

二年二年二年二年のののの間続間続間続間続いたのでいたのでいたのでいたので、、、、アジヤアジヤアジヤアジヤにににに住住住住むむむむ者者者者はみなはみなはみなはみな、、、、ユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人ももももギリシヤギリシヤギリシヤギリシヤ人人人人もももも主主主主のことばをのことばをのことばをのことばを聞聞聞聞いたいたいたいた。」。」。」。」、１９：２０「「「「ここここ

うしてうしてうしてうして、、、、主主主主のことばはのことばはのことばはのことばは驚驚驚驚くほどくほどくほどくほど広広広広まりまりまりまり、、、、ますますますますますますますます力強力強力強力強くなってくなってくなってくなって行行行行ったったったった。」。」。」。」、これが神の計画だったのです。 

２２２２．．．．世界宣教計画世界宣教計画世界宣教計画世界宣教計画のののの実行実行実行実行        ４８４８４８４８－－－－５３５３５３５３節節節節    

４８節に今度は世界宣教計画の実行へと話が移っていきます。 

１１１１））））主主主主からのからのからのからの使命使命使命使命        ４８４８４８４８節節節節    

神ご自身が言われます。「わたしはこのような計画を立てている。そして、その計画を実行するために、

これがわたしの考えだ。」と。それが４８節のみことばです。 

・・・・「「「「証人証人証人証人」：」：」：」：    

使徒１：８「「「「しかししかししかししかし、、、、聖霊聖霊聖霊聖霊があなたがたのがあなたがたのがあなたがたのがあなたがたの上上上上にににに臨臨臨臨まれるときまれるときまれるときまれるとき、、、、あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは力力力力をををを受受受受けますけますけますけます。。。。そしてそしてそしてそして、、、、エルサレムエルサレムエルサレムエルサレム、、、、

ユダヤユダヤユダヤユダヤととととサマリヤサマリヤサマリヤサマリヤのののの全土全土全土全土、、、、およびおよびおよびおよび地地地地のののの果果果果てにまでてにまでてにまでてにまで、、、、わたしのわたしのわたしのわたしの証人証人証人証人となりますとなりますとなりますとなります。」。」。」。」 
使徒２：３２「「「「神神神神はこのはこのはこのはこのイエスイエスイエスイエスをよみがえらせましたをよみがえらせましたをよみがえらせましたをよみがえらせました。。。。私私私私たちはみなたちはみなたちはみなたちはみな、、、、そのことのそのことのそのことのそのことの証人証人証人証人ですですですです。」。」。」。」    

使徒３：１５「「「「いのちのいのちのいのちのいのちの君君君君をををを殺殺殺殺しましたしましたしましたしました。。。。しかししかししかししかし、、、、神神神神はこのはこのはこのはこのイエスイエスイエスイエスをををを死者死者死者死者のののの中中中中からよみがえらせましたからよみがえらせましたからよみがえらせましたからよみがえらせました。。。。私私私私たちたちたちたち



はそのことのはそのことのはそのことのはそのことの証人証人証人証人ですですですです。」。」。」。」    

「「「「わわわわたしのたしのたしのたしの証人証人証人証人」、「」、「」、「」、「そのことのそのことのそのことのそのことの証人証人証人証人」、「」、「」、「」、「私私私私たちはそのことのたちはそのことのたちはそのことのたちはそのことの証人証人証人証人ですですですです。。。。」」」」と。ルカ２４：４８には「「「「あなあなあなあな 

たがたはたがたはたがたはたがたは、、、、これらのことのこれらのことのこれらのことのこれらのことの証人証人証人証人ですですですです。」。」。」。」とあります。神は何を望んでおられるのか？何を為そうとしている

のか、そのことを明らかにした後、その計画を実行するためにだれを用いるのかを明確に教えています。

４８節は主からの使命です。「「「「あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは、、、、これらのことのこれらのことのこれらのことのこれらのことの証人証人証人証人ですですですです。」。」。」。」と。「「「「証人証人証人証人」」」」とは見たことを伝え

る、聞いたことを伝える人です。人々はそうしてこの福音を語って来ました。彼らは出て行って「イエ

ス・キリストは私の身代わりとなって十字架で死に、そして、約束通り三日後によみがえってくださっ

た救い主だ。そして、このイエス・キリストの前に自らの罪を悔い改めて、この備えられた救いを信じ

るときに罪が赦される。そして、私は赦されたのだ！」と、彼らはその救いのメッセージを伝え続けて

行ったのです。その通りやりなさい、「あなたがその証人だ」と言うのです。 

 あなたが覚えておかなければいけないことは、難しいことを語れと言われているのではありません。

「証人」、それがあなただということです。つまり、主があなたにしてくださったことを話していくので

す。あなた自身が主によって経験したことを語っていくのです。神は私の罪を赦してくださった、その

ことを人々に証して行くのです。それが主がここでお話しになったことです。 

・・・・「「「「宣宣宣宣べべべべ伝伝伝伝えるえるえるえる」：」：」：」：    

 もう一つのことば「宣べ伝える」ということばが４７節の最後に出て来ます。このことばは「自分を

遣わした人のメッセージを伝える」ということです。そのメッセージを変えてはいけないのです。だか

ら、私たちは神のメッセージをその通りそのまま伝えようとするのです。私たちは皆さんに自分の考え

を伝えようとしているのではないのです。神がおっしゃっていることを伝えようとするのです。なぜな

ら、それが神が私たちに教えておられることだからです。「宣べ伝えなさい」と、神のメッセージを変え

てはいけないのです。私たちの務めは、大きな声でそのメッセージを伝え続けていくことです。という

ことは、皆さんがだれかに話すときに、「私はこう思う」とか「私はこのように考える」ではなくて、「神

さまがこのようにおっしゃっている」と言うのです。私たちの人生に関して神がこうおっしゃっている、

我々が死を迎えたときにどうなるのか、神がこうおっしゃっている、我々が罪を負っているならば、そ

の罪がどうなるのか？神がこうおっしゃっている、どうすればこの罪の赦しを得ることが出来るのか、

神がこうおっしゃっていると、そのように語りなさい、宣べ伝えなさいと言うのです。このような使命

を私たちは主からいただいたのです。そのことが４８節にあります。 

２２２２））））主主主主からのからのからのからの援助援助援助援助        ４９４９４９４９節節節節    

４９節には「主からの援助」を見ます。神は私たちにこんなに大きな使命を与えてくださった。でも、

私たちの弱さを知っておられます。４９節「「「「さあさあさあさあ、、、、わたしはわたしはわたしはわたしは、、、、わたしのわたしのわたしのわたしの父父父父のののの約束約束約束約束してくださったものをあなたしてくださったものをあなたしてくださったものをあなたしてくださったものをあなた

がたにがたにがたにがたに送送送送りますりますりますります。。。。あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは、、、、いといといといと高高高高きききき所所所所からからからから力力力力をををを着着着着せられるまではせられるまではせられるまではせられるまでは、、、、都都都都にとどまっていなさいにとどまっていなさいにとどまっていなさいにとどまっていなさい。」。」。」。」、何のこ 

とを言っているのでしょう？使徒の働き１章にもありました。１：４「「「「彼彼彼彼らといっしょにいるときらといっしょにいるときらといっしょにいるときらといっしょにいるとき、、、、イエスイエスイエスイエス

はははは彼彼彼彼らにこうらにこうらにこうらにこう命命命命じられたじられたじられたじられた。「。「。「。「エルサレムエルサレムエルサレムエルサレムをををを離離離離れないでれないでれないでれないで、、、、わたしからわたしからわたしからわたしから聞聞聞聞いたいたいたいた父父父父のののの約束約束約束約束をををを待待待待ちなさいちなさいちなさいちなさい。」。」。」。」、聖霊が与 

えられるという約束を主はここで人々に語るのです。つまり、私たちがこのキリストの証人として、こ

の福音のすばらしいメッセージを宣べ伝えていくためには、私たちには助けが必要です。そのことをご

存じである神は、あなたのために私のために聖霊という助け主を与えてくださったのです。 

 非常に興味深いことは、弟子たちは「これぐらいのメッセージだったら語れます」と言って出て行か

なかったことです。弟子たちはその約束に従って、聖霊が来るまでエルサレムに留まっていたのです。

普通は「出て行って語ることぐらい」と思うかもしれませんが、このときにはまだ彼らには聖霊が与え

られていないのです。私たちは違います。信じたときに与えられました。彼らは聖霊なる神をいただく 

まで、神が「待ちなさい」と言われたから彼らはその日を待ったのです。彼らがいかに主に対して忠実

でありたいと願っていたのか、このときにもそのことが見られます。 

 私たちが主の務めを為すために必要なのは「主の助け」です。神はそれを私たちに与えてくださいま

す。ですから、私たちはいつもこの方が私たちの心を支配するように、満たし続けてくださるように祈

り続けることと、いつも私たちはこの助けをもらえるように、この方の前にその助けを求め続けていく

ことが必要です。主から与えられた使命、主から与えられた援助、助けを見ました。 

３３３３））））主主主主からのからのからのからの確信確信確信確信        ５０５０５０５０－－－－５３５３５３５３節節節節    

そして、５０－５３節を見ると、「主からの確信」へと移っていきます。「「「「:50 :50 :50 :50 それからそれからそれからそれから、、、、イエスイエスイエスイエスはははは、、、、彼彼彼彼らららら

ををををベタニヤベタニヤベタニヤベタニヤまでまでまでまで連連連連れてれてれてれて行行行行きききき、、、、手手手手をををを上上上上げてげてげてげて祝福祝福祝福祝福されたされたされたされた。。。。:51 :51 :51 :51 そしてそしてそしてそして祝福祝福祝福祝福しながらしながらしながらしながら、、、、彼彼彼彼ららららからからからから離離離離れてれてれてれて行行行行かれたかれたかれたかれた。。。。:52 :52 :52 :52 彼彼彼彼

らはらはらはらは、、、、非常非常非常非常なななな喜喜喜喜びをびをびをびを抱抱抱抱いていていていてエルサレムエルサレムエルサレムエルサレムにににに帰帰帰帰りりりり、、、、:53 :53 :53 :53 いつもいつもいつもいつも宮宮宮宮にいてにいてにいてにいて神神神神をほめたたえていたをほめたたえていたをほめたたえていたをほめたたえていた。」。」。」。」、５２節に「「「「非常非常非常非常

なななな喜喜喜喜びをびをびをびを抱抱抱抱いていていていて」」」」とありますが、そのことばの前に「イエスを礼拝し」と言うことばが入ります。新改訳

聖書の欄外を見ると、異本に「イエスを拝し、そして…」を付け加えられると書かれています。皆さん、    

その様子を思い描くことが出来ると思います。イエス・キリストは昇天して行かれたのです。そのとき



に弟子たちがしたことは、この方の前にひざまづいて礼拝をささげることだったのです。なぜなら、弟

子たちはイエス・キリストの十字架を見たのです。体中から血が溢れ出て十字架で亡くなったイエスを、

そして、その死の三日後よみがえって、肉体をもってよみがえったことを４０日間示し続けてくださっ

た主、彼らはそれを見て確信したのです。同時に、主が最後に旧約聖書のみことばを用いて、このすべ

ての出来事は旧約聖書に約束されていた通りだと、そのことを教えてくださったのです。そして、今ま

さに、主イエス・キリストは約束されたように天に凱旋されようとしているのです。その様子を見てい

た彼らは、この方の前にひざまづくのです。これこそ私たちの理想とする礼拝だと思いませんか？強制

されてではないのです。形式的な礼拝でもないのです。主を心から崇めたのです。 

 そして、彼らは非常な喜びに満たされていつも神をほめたたえていたのです。これまで彼らは自分の

いのちが狙われているという事実を恐れていました。殺されたらどうなるのかと不安視していました。

ところが、彼らはそのような不安から解放されて、「私たちは死んでも生きる。なぜなら、私たちの主イ

エス・キリストは十字架で死んだ後よみがえって来た。この方を信じる私も死んでも生きる！」という

その確信をもって歩み出す者へと変えられたのです。「死に勝利されたお方、それが私の神だ！」と、彼

らが大変な喜びに満たされていたことがここに記されています。 

 新約聖書の権威者であるゲルデン・ハイツという教授はこのように言います。「根絶やしに出来ない喜

び、神の栄光を現わすことへの押えられない切望、深い感謝の念、これは初代クリスチャンの実生活の

特徴であった。それゆえに、私たちの心や実生活にこれらの特徴を備えている者だけが本当のクリスチ

ャンである」と。この初代クリスチャンたちのように、心の中に常に喜びがあり、神の栄光を現わし続

けていきたいという強い願いを持ち続け、そして、心から神に感謝している、それが本当のクリスチャ

ンの特徴であると。 

ジョン・マッカーサー先生はこんなことを言います。「私たちは学びや教え、健全な教理についてのも

のを読んだり理解するといった良いことに熱中しがちである。私たちは礼拝、神への賛美、クリスチャ

ンの音楽といった良いことに熱中する。交わりや生活をともにしたり、互いの成長に励んだり、賜物を

用いて互いに仕え合ったり、慰め合ったり励まし合ったりという良いことに熱中する。祈りに熱中する。

教会の成長のためにあらゆる種類のクリスチャンの奉仕に没頭したりする。私たちは生活における清さ

を追い求める。これらすべてのことは私たちへの命令として聖書の中に記されているが、どれもゴール、

目標ではない。これらすべては目標への単なる手段であり、目標は福音を宣べ伝えることであり、信頼

される生活や霊的高貴さでその宣教を支えるのである。私たちは福音のメッセージを信じられるように

するために、このような生活をするのである。」と。良いことはたくさんあります。でも、私たちはある

一つのゴールのために、目標のためにすべてのことをするのです。私たちはこのイエス・キリストのす

ばらしい救いを一人でも多くの人々に知っていただくためにすべてのことをするのです。そのために私

たちは自分の生活に注意するのです。この福音のすばらしい知らせが人々に広がっていくために、自分

の言動に注意するのです。私たちが覚えなければいけないこと、私たちが最優先しなければいけないこ

とは、このすばらしい救いのメッセージを人々に伝えていくということです。 

 信仰者の皆さん、どうぞ、この後お帰りになって、手紙を書くなり電話をするなり、もしかするとだ

れかを訪問しなければいけないかもしれません。私たちの愛する家族や友人たち、まだ、この救いを知

らない人たちにこの救いを語ることです。主がそれを望んでおられるのです。それを私たちに命じられ

たのです。この救いがなければ人々は永遠の地獄に向かっているからです。そして、神は「あなたを使

う」と言われたのです。その助けも備えてくださった。だから、私たちに必要なことは出て行くことで

す。ジョン・マッカーサー先生はこうも言います。「この地上において私たちが出来て、天国では絶対に

しないある一つのことがある。それはイエスを知らない人たちへの伝道である。だから、私たちはみな

宣教師なのである。」と。皆さん、そう思いませんか？この宣教の働きが終わるのは天に上がったときで

す。なぜなら、天には救いを必要とする人はいないからです。ここには山ほどの人がいるのです。この

世界には救いを必要とする人が溢れているのです。 

よみがえりの主が昇天なさる前に弟子たちに与えられた最後のメッセージ、「十字架で死によみがえっ

た唯一の救い主を伝えなさい。この救いのメッセージを伝えなさい！」と。皆さん、出て行くことです。 

福音を語ることです。もちろん、私たちは祈ります。しかし、私たちに必要なことは、この口を開いて、

この重い口を開いてイエス・キリストによる救いを語ることです。それが主の命令です。その命令に忠

実に従うかどうか、それは私たちが決めなければいけないのです。「忠実でありなさい！」、主はすべて

のことにおいて忠実でした。そして、忠実さをあなたや私に要求なさる神、そのような歩みをもってこ

の地上の歩みを終わりましょう。どれだけ神が置いてくださるか私たちは分かりません。しかし、分か

っていることは「今日という一日はある」ということです。だれかにこのすごいすばらしい救いを語り

ましょう。今日からです！ 



 《考えましょう》 

１．「主は約束を必ず守られる」という証明された事実を確信できないのはどうしてでしょう？ 

２．「主に忠実である」ためには、どうすれば良いとあなたは思われますか？ 

３．福音を宣べ伝えることを躊躇するのはどうしてでしょう？また、それを克服するためにはどうすれ

ば良いとあなたは思いますか？ 


